
 

３．共同研究実施報告 
（１）研究体制の構築 

図３－１に本事業の研究体制／全体スキームを示す。この図に示す通り、本事業では全体を

３つのグループ、すなわち、Ａグループ「磁場活用技術の開発」、Ｂグループ「磁気計測技術の

開発」Ｃグループ「磁場活用要素技術の開発」に分け、岩手県先端科学技術研究センターをコ

ア研究施設として、各グループの下で研究開発を進めた。 

図３－１．研究体制／全体スキーム図３－１．研究体制／全体スキーム
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本事業では、Cグループ（磁気活用要素技術の開発）が主としてＡグループ（磁場活用技術
の開発）の下支えとなっており、より高特性の高温超伝導バルク材の開発を目指して、機械的

強度、熱的特性の評価並びにデータベースの構築を図ってきた。 
これらのテーマを共同研究を中心に示すと図３－２のようになる。中央に示した研究テーマ

に対して、左側には共同研究した大学・高専、国研・公設試、右側には共同研究契約した企業

群及び機密保持契約した企業群を示している。また、下側は協力頂いた機関・企業である。共

同研究を行った大学・高専数は８、国研・公設試数は２、共同研究契約企業は９社、機密保持

契約企業は７社、協力機関・企業数は９であった。 

 
図３－２．研究体制 
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A-2(分担)「感磁性有機自己集合体の創製」
   小川助教授、吉本助教授 
A-3 「磁気利用による結晶製造ﾌﾟﾛｾｽ」 
   清水教授、小川研究員 
A-4a「磁気利用による食品加工・貯蔵方法 
の開発」 三浦助教授、金研究員 
A-4b「高磁場環境下での生体リスク評価」 
   小野寺助教授、金研究員 
A-5 「磁気利用による耐熱ばね組織制御プ
ロセス」 千葉教授、森川研究員 
【Ｂ 磁気計測技術の開発】 
B-1「心疾患治療評価のための心磁計の開
発」吉澤教授、中居助教授、小林助教授、
中村研究員、伊藤研究員、清水研究員 
B-1 (分担)「先進磁気ｼｰﾙﾄﾞｼｽﾃﾑの開発」 
B-2「産業用SQUID応用機器の開発」 
   吉澤教授、何研究員 
B-2 (分担）「ﾚｰｻﾞｰSQUIDを応用した製品検
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次に本事業で取り扱った磁場強度マップを図３－３に示す。地磁気の強さは０．５×１０-4

Ｔ（テスラ）であり、低温超伝導ＳＱＵＩＤ（超高感度磁束計）の計測範囲は１０-13～１０-9

Ｔ、高温超伝導ＳＱＵＩＤの計測範囲は、１０-11～１０-9Ｔである。永久磁石による最大発生磁

場は０．７～０．８Ｔ、高温超伝導バルク材による最大発生磁場は、本事業の研究で約３．５

Ｔの世界最大を記録した。また、伝導冷却型の超伝導ソレノイドは最大１５Ｔを発生できるが、

本事業では１０Ｔのものまで使用した。 
このように、本事業で取り扱った磁場は１４桁もの広範囲に渡る。こうした磁場の応用で地

場産業を創生する試みは世界的に見ても類を見ないもので、本事業は正に「零からの出発」で

あった。 
 
（２）研究テーマの推移 
本事業における共同研究テーマの推移を、基礎研究対事業化の平面上に示したものが図３－

４である。右下が基礎研究で、左上が事業化を示しこの領域が最終目標となる。図中の網掛け

の部分で各研究テーマを分類して、それぞれの節目の時点でＧＯ／ＳＴＯＰの判断を行った。 
しかしながら、既に述べた通り本事業が「零からの出発」であったため、当初からかなり厳

しい道のりとなった。すなわち、フェーズⅠの初期の時点ですでに厳しい絞込みが必要であっ

た。すなわち、最初の時点で、磁場の効果があるのか？無いのか？、また、仮に磁場の効果が

ありそうであっても、果たして最終目標到達への見込みがあるのか？無いのか？の判断が必要

であった。 
図３－５に本事業のテーマ推移図を示す。当初の３１テーマを半年後には約半数に絞込み、

さらに中間評価後（フェーズⅠ終了時点）には、より事業化を指向した絞込みを行い最終的に

は１１テーマまで絞り込んだ。 
研究統括として力点を置いたものに、毎月１回開催したブリーフィング（図３－６）がある。

このブリーフィングは各研究テーマの進捗状況を把握するために開催したものであるが、本事

業における研究開発分野は理学、工学（材料、電磁気、情報、化学、機械、環境）、農学、医学

等々、非常に多岐にわたっているため、各研究員同士の情報交換の場としても有意義なものと

なった。ブリーフィングに際しては事前に各研究員に対して、ブリーフィング連絡表により研

究統括の意向を伝え、研究員からはそれに対してあらかじめ報告書を提出させた。ブリーフィ

ング時には、各研究員から１０～１５分のプレゼンテーションを行い、それに対して質疑応答

を行った。事業総括、３人のグループリーダー、３人の新技術エージェント、共同研究推進事

務局メンバーにもできる限り出席を促し、質疑応答に加わってもらうようにした。 
 
 
（３）研究成果 
様式６参照。 
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図３－４．研究テーマの推移
テーマ変遷(PhaseⅠ開始→PhaseⅡへ）
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図３－５．研究テーマの推移
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図３－６．ブリーフィング
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タセンキノン薄膜の製造・評価等
の報告があった。

叶研究員ﾄﾘｱｼﾞﾝﾁｵｰﾙを
利用した
薄膜製造
ﾌﾟﾛｾｽ

Ａ－２

自己紹介を含めて、今年度の計画（特
に粉体磁気分離）について報告し
て下さい。

新規加入。藤原研究員磁気分離技術の
開発

Ａ－１

今年度の方針（花巻の件、県南技研、
藤原研究員への技術引継ぎ等）を
報告して下さい。

A-1に新規加入。横山研究員磁気分離技術の
開発

Ａ－１

今月（4月22日）先月（3月18日）研究員テーマ名

＜テーマ別連絡事項＞

３．各自の時間割り当ては、従前通りです。時間厳守してください。

１．新年度に入りました。結集事業もあと半年です。皆様、奮起の程、宜しくお願いいたします。

２．ブリーフィングに出席して報告する事は、結集研究員の義務であると思います。必ず出席、報
告の事。

研究統括

＜参考＞ブリーフィング連絡票

 



 

（４）今後の展開（総括） 
前記した通り、岩手県の地域結集事業は「零からの出発」であった。したがって、研究テー

マの中には製品化／事業化したもの、あるいはベンチャー起業寸前まで、漕ぎ着けたものもあ

るが、製品化／事業化レベルに達するためにはさらなる応用化研究が必要な段階である。した

がって、今後のネットワーク型地域ＣＯＥの形成が最重要と考える。その為には、研究開発活

動を継続する事、並びに成果の公表、情報交換および技術移転のきっかけを作る研究会活動を

継続する事が必須である。 
図３－７はこの研究開発の継続と研究会活動の継続を図示したものである。今後の展開とし

ては図中の左側に示したように、岩手県内に４つの研究開発拠点を置き、研究開発活動を継続

し、図中の右側の如く、岩手の地に既に１２年の歴史を持つコーデイネート機能を有する INS
（いわてネットワークシステム、会長は本事業の事業総括である中村儀郎 岩手大学名誉教授、

現在は３６の研究会が活動している）の中の磁場活用研究会と連携し、その幹事に、本事業の

中で既に立ち上げていた４研究会の代表及び本事業に関わった主たるメンバー数人が加わり、

研究会活動を継続する計画である。 

フェーズⅢでの活動の継続により、必ずや岩手の地に磁場を使った地場産業の新展開がある

ものと期待している。 

 
 

 
 

図３－７．今後の展開（ネットワーク型地域COEの形成） 
 

研究開発の継続（４研究拠点） 

①岩手大学地域連携推進センター 
 磁場活用研究推進 

③岩手医科大学循環器医療センター 
 生体磁気計測研究推進 

②岩手県先端科学技術研究センター 
 磁気計測研究推進 

④一関工業高等専門学校 
 バルク磁場活用研究推進 

研究会活動の継続 

ネットワーク型地域ＣＯＥ 

ＩＮＳ磁場活用研究会 

有機素材 
磁場活用研究会 

ＳＱＵＩＤ

研究会

バルク 
活用研究会 

食品磁場 
活用研究会

研究報告会の実施、研究リストの作成 等


